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トリバノソーマあるいはスピロヘータに劃する

化畢療法帯｝ι作用について

Mechanisms of Drugs on 

Trypanosome and Spirochete. 

鴨脚光増 MITSUMASU!CHO 

京都府立皆科大事細田内科教室

私はかつて石井信太郎博士の御指導のもとでスルホシアミド化合物の賓験的トリバーソーマ

感染に劃する作用をしらべたととがある。 41種類の化合物を使ってみたがひとつとして有数

なものはなかったo 外閣の文献をみてもスルホンアミド化合物はトリメノ｛マにはきかないと

いう報告が多い。
ととろが，再蹄熱スピロ ヘ｛タに謝してはサルフアピリヂン，サノレフアチアゾ｛ルなEが有

数であるととは，．石井博±．の護表以来一般にみとめられている。

トリバノソーマと再蹄熱スピロヘータとは，枇素やアンチモンの化合物に劃してはある程度

よく似た態度をとるのにかかわらや，スルホンアミド化合物に劃してはとのようにちがった態

度をと 尽という事・震は興味があるo

その所以としてはふたつのととがかんがえられる。すなわちトリバノソーマと再臨熱スピロ

へータとの代謝機轄のちがい，それから枇索やアシチモンの化合物とスルホンアミド化合物と

の作用機斡のちがい，とのふたつであるO

そとで前者について文献をみてみると， トリノミノソ｛マは多くは葡萄機をエネルギー源とし

て灯気性代謝をいとなむものとせられ，とれに反して再蹄熱スピロヘ｛タは分子j伏酸素を泊費

せや，エネルギペ原は炭酸カ。スの愛生をともなう糖の醗酵であるとせられているo 再臨熱スピ

ロヘータがいとなむとのよ告な醗酵機轄には，コデヒドラーゼやコカルポキシラ｛ゼが必要な

物質であって，とれらが細菌に治けると訟なじようないみで，てルフアピリヂンやサルフアチ

アゾールによってさまたけられるとかんがるととができると思う。

すなわちスルホンアミドの作用は，再蹄熱スピロヘ｛タのばあいに沿いても，細菌のぼあい

と訟なじように，酵素にたいすでる持抗作丹！と解せられるのに釣して，枇素やアンチモンの化合

物の原掻に封する作用は Jancs6の研究Rこもと宇いてつぎのように理解できると思う。 Jancs6

の研究の要賠は， pH7.0 VC長ける標準酸化還元電位がー0.06ボルト主りもたかい酸化還元

指示薬たとえばメチレン青やチオユンのごときものが枇素やアンチモンの化合物の化事療法作

用をさまたけるというととにあるo とのととにもと克けば，三債の枇素またはアンチモン化合
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物は， トリバノソ｛マの代謝に固有な酸化還元系列がただしく運行されるために必要な電位を

低下させるようにはたらくもので，とれに釣してメチレン青のごときものは酸化還元緩衝聞と

してはたらくものと理解される。

最近石井博士のを妻表せられたととろによると， 4,4’ーヂグアエヂノ・ヂフヱ ＝－Jレ・サルフ

オキサイドなるものが質験的トリパノソーマ感染に治効をしめずというととである 0 Yor・keら

のヂアミヂノスチルベンも有効なととが知られているが，とれに反しサルフアグアニヂンのよ

うな非釣稿な構造式をもつものはきかない。有機理論化撃者のとくととろでは，グアニヂンは

水溶液ではグア＝ド＝ユーム・イオンとなって第 4級の Nをもっといわれる。さらにトリバ

ノソーマに劃して多少とも作用を後揮するといわれるバラフクシン， トリバフラピン，スチリ

ーノレキノリン誘導鰻，ベングチアゾ【ル誘導憾なEはい宇、れもとのような第 4級の Nをもっ

ている。訟なじアグリヂン誘導躍でも，トリパフラピンとちがって第 4級の N をもたないア

テプリンのごときは， トリパノソーマに釘しては無効で・あるO しかもアテプリンがトリバノソ

ーマによく指奪取せられるととは蛍光顕微鏡でよくみとめられるとのととである。

またバラフグシンやトリパフラピンのように霊搾与な核をもつものには主主持母の位置に訟なじア

ミノ基が置換されているが，スチリールキノリンやベンゾチアゾールのように非劉稽な援にた

いしては非謝格な置換基をもっ誘導陸が有効であるととは最もしろい。 G1・eensteinはグアェ

ヂンが蛋白質を媛、性せしめる作用をもっととにたいして，。ぎのような共鳴構まきを重要親して
ν、る。
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とれらの第 4級 Nをもっ化合物がある種の酵素の作用をさまたけるという寛験を Dick

が報告している。またグルマニンのようなナフチルアミン系の化合物や，バラフクシンのよう

なトリフエエ｛ルメタン系の色素が，フマラーゼの作用をさまたけるというととを Qu舗もelが

報告しているO フマラ｛ゼは生鰻酸化還元に関係のある酵素であるから，とれらの薬物が生鐙

酸化還元を障碍するととが理解できょう。

とのような資料から，イヒ皐療法曹uの作用機轄としてかんがえられるつぎの三つ

(1) スノレホンアミド化合物のごとく，酸化還元酵素の補酵素に劃して拾抗的にはたらくも

ι〉。

(2) 枕素やアンチモンの化合物のごとく，］£健酸化還元酵素系の電位に鐙化をもたらすも

のO

(3) 第 4級 N をもっ化合物のごとく酸化還元酵素の捨鰻蛋白質を援性せしめるものO

とれらのうちは c1) トリバノソ｛マには無効で、あるが再蹄熱スピロヘータには有効で・，

( 3）はトリパノソーマには有効で・あるが再蹄熱スピロヘータには無効で、あの，（ 2）は雨者

ともにある程度有効である。

質J験的例詮はまだ十分で、ないが，一日露仮設的にかくのごとく理解してみたい。
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